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両細胞の増殖は、KGF (keratinocyte growth factor)、b-FGF (basic f broblast grow h factor)やEGF（epidermal 
















が高値であった。両細胞の増殖は、Keratinocyte grow hfactor、basic Fibroblast grow h factorやEpidermal 
growth factorにより有意に亢進し、一方Transforming growth factor β-1により有意に抑制された。両細
胞株はヌードマウスの皮下、胃壁に可移植性であり、胃壁移植により形成された腫瘍は、組織学的に線維成分
の増生を伴う低分化型腺癌の像を呈しヒトのスキルス胃癌組織に類似していた。また、胃壁移植により高率に
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リンパ節転移が形成された。一方、皮下に形成された腫瘍は髄様性の増殖像を呈した。以上より，新しく樹立
されたスキルス胃癌細胞株OCUM-8およびOCUM-11は、ヌードマウス胃壁移植によりスキルス胃癌様の腫瘍を形
成し、スキルス胃癌の進展と病態解明に有用なモデルであることが示唆された。 
 本論文は，スキルス胃癌モデルの樹立とその基礎的検討をしたものであり、スキルス胃癌の病態解明と新た
なる治療法の開発に寄与するものと考えられる。従って、本研究は博士(医学)の学位を授与されるに値するも
のと判定された。 
 
